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インドで結婚式に参加してみた
（その１）

１．はじめに
　読者の皆さんは、「インド人の結婚式」と
聞いてどんなものを想像しますか？日本のよ
うに挙式、披露宴、二次会があるのか？どん
な人が参加するのか？どんな料理が出るの
か？
　一般的に、インド人は、数日間にわたって
結婚式を行います。つまり、「１人の女性」

（インド人の同僚はこれを強調していました）
と複数回の結婚式を行います。各式の位置付
けは微妙に異なっています。友人と踊り明か
したり、家族と過ごしたり、思い出を作った
り。
　筆者はこの度、インドで３日間の結婚式に
参加しましたのでそのときの体験を紹介しま
す。

２．結婚式１日目（カクテルパーティ）
　１日目はカクテルパーティ。会場は首都ニ
ューデリーのホテルでした。招待状には「20
時～」とあったので、時間に余裕を見て会場
に行ってみると、参加者はまばら。後で分か
ったことですが、インドでは「20時～」を「21
時頃」に読み替えるのが常識だったようです。
　会場にはヘナペインティングの職人がいま
した。「ヘナペインティング」とは、ヘナと
いう植物から作った染料で女性の手に模様を
ペイントすること。面積にもよりますが30分
～１時間程度で手際よく綺麗な模様を描いて
くれます。ヘナペインティングには新郎新婦
の幸せを願う意味が込められているのだと
か。ペイントが乾くまでは女性たちは手で物
を持つことが出来なくなるので付き添いの男

性が女性に料理を食べさせてあげる様子があ
ちこちで見受けられました。なお、ペイント
は１週間程度で自然に消えるそうです。ヘナ
ペインティングをした女性に「誰の結婚式だ
ったの？」と声をかけてみれば、会話も弾む
ことでしょう。
　予定開始時刻から２時間も過ぎると、参加
者も多くなってきました。服装は、男性がス
ーツ、女性がサリー。司会者は居らず、会の
進行はあってないようなもの。
　新郎新婦の登場が遅いのもインド流。新郎
が到着しても、新婦はなかなか出てきませ
ん。十分に焦らされた後、新郎新婦がようや
く揃います。その後、新郎新婦にお祝いの品
を渡したり、お祝いの言葉をかけたり、日本
の結婚式と同様の感覚で過ごしていると、前
触れもなくDJブースから大音量の音楽が流
れ始めました。欧米やインドのヒット曲に乗
って、参加者は皆ノリノリで踊り出しまし
た。
　24時を過ぎて音楽が止まると、驚くべきこ
とに流れ解散。いたって自由な雰囲気の中、
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私もホテルに戻りました。

３．結婚式２日目（ホームパーティ）
　２日目はホームパーティ。新郎新婦の親族
が参加します。私は招かれていなかったので
すが、日本から来た特別ゲストとして参加さ
せてもらいました。
　開始予定はお昼過ぎ。１日目と同様、こち
らも進行は皆無です。２月のニューデリーは
日中の気温が25度前後と過ごしやすい陽気で
す。この時期に雨が降ることは稀。そのた
め、ホームパーティは屋外で行われました。
　１日目と同様、２日目も新郎が先に登場
し、新婦は見当たりません。新郎の周りに新
郎新婦の親族が集まり、時折、儀式のような
ものが行われているのですが、マイクも無け
れば進行もいないので、私には何をやってい
るのか分かりませんでした。
　１時間以上経過し、新婦もようやく登場。
改めてステージに新郎新婦や親族が次々と上
がり、ご祝儀やお祝いの品を渡したり、写真
を撮ったりしていました。ステージはそれほ
ど高くないため、後ろからはステージの様子
がよく見えませんでしたが、参加者はそんな
ことは気にもとめず思い思いに過ごしていま
した。この場にいたことが重要なのでしょ
う。
　インドでは親族のつながりが日本よりも遥
かに強いことが分かりました。両親や兄弟夫

婦と同じ家で生活する場合、20人～30人が同
じ家で生活することも珍しくないとのこと。
ホームパーティの性質上、１日目より小規模
だったとは言え、それでも150名程度は参加
していました。
　３～４時間続いた儀式が終わると、ようや
く食事が始まりました。カレーに限らず、イ
ンド料理は全般的にオイリーでスパイシー。
結婚式場の料理も例外ではありません。本場
のインド料理で痛い目に会った経験のある私
は、結婚式場の食材も信用できず、ひたすら
我慢していました。

（次号に続く）

結婚式（１日目）の様子：音楽に合わせて踊る参加者 結婚式（２日目）の様子：新郎新婦と親族で記念撮影




